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反農薬東京グループ
ＡＤＩ：１日当たりの摂取許容量で、体重１ｋｇあたりの数量（ｍｇ／ｋｇ体重・日）であらわす。ヒトが一生涯それを摂り続けても、健康に影響がない量とされており、動物実験から得られた無作用量に安全係数を乗じて算出される。

反農薬東京グループ

反農薬東京グループ

反農薬東京グループ

反農薬東京グループ
登録保留基準：農薬を登録する際の評価基準で、個々の農作物についてでなく、作物グループ別に設定される場合が多い。農薬取締法に基づき、環境大臣が告示したこの基準以下になるよう、使用方法（使用回数、使用時期など）を決めねば登録できない。食品衛生法による残留基準と異なり、基準を超えても流通規制はないが、ポジティブリスト制度への移行に伴い、農作物の登録保留基準は残留基準と同時に設定されることになり、今後、残留基準に１本化される。


反農薬東京グループ

反農薬東京グループ
ドリフト：農薬散布の際、対象農作物以外のものや場所への農薬粉末や飛沫の飛散をいう。適用のない農作物にかかった場合、その残留が問題となる。

反農薬東京グループ
不適正使用：農薬取締法では、登録農薬毎に適用農作物、使用方法が決められている。
　それ以外の使い方は農薬取締法違反となり、使用者には罰則が科せされる。

反農薬東京グループ

反農薬東京グループ
理論最大１日摂取量：農作物毎に決められた残留基準にその農作物の平均的な１日摂取量（フードファクターという）を乗じたものの総和をいう。
　ある農薬が、すべての農作物に0.1ppmの残留基準を設定されているとすると、平均的国民の1日の摂取量１ｋｇを乗じた値は0.1ｍｇ/日となる。体重50kgの人の場合、体重当たりの理論最大１日摂取量は0.002ｍｇ/ｋｇ・日となり、ＡＤＩと比較することになる。

反農薬東京グループ

反農薬東京グループ

反農薬東京グループ
リスクコミュニケーション：化学物質、放射性物質、病原体などによる環境や人への影響について有害性情報を行政、企業、専門家、ＮＧＯ、国民等が共有し、相互の意志疎通を図ることをいう。
　従来のリスクコミュニケーションでは、企業や行政の国民への一方的説得が目立った。
　コミュニケーションで重要なのは、科学的情報を同じレベルで共有することであり、企業秘密として毒性試験データが公開されないことがあっては、成り立たない。


http://www.fsc.go.jp/
反農薬東京グループ

http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/index.htm
反農薬東京グループ
食品安全委員会：食品安全基本法に基づいて設置された委員会で、食品を摂取することによる健康への悪影響について、科学的知見に基づき客観的かつ中立公正に評価を行う機関と位置づけられている。
　農薬等のＡＤＩを決定するほか、農薬取締法、食品衛生法、薬事法等の所管大臣が同委員会の意見を聴かねばならない項目が決められている。
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